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confidential会社概要

1

代　表　河野　剛進（代表取締役） 

設　立　2016年6月8日

住　所　本社：東京都千代田区麹町2-5-1 半蔵門PREX South 3F

支　店　国内：関西

社員数　78名　取締役5名、監査役3名（契約社員含む、2023年12月31日現在）

社外取締役 春田 真（株式会社ベータカタリスト代表取締役CEO、

　　　　　　　  　株式会社エクサウィザーズ代表取締役社長）

保々 雅世（JFEシステムズ株式会社社外取締役）

技術顧問　　川原 圭博（東京大学大学院 情報理工学系研究科 教授）

　　　　　　中山 英樹（東京大学大学院 情報理工学系研究科 准教授）

                     西 晃弘（米カリフォルニア大学ロサンゼルス校 准教授）

主要株主　　NTT東日本、清水建設、JR東日本スタートアップ　ほか

導入実績　　（公共）全国約300自治体

　　　　　　①防災・レジリエンス②公共施設運営（予約・管理）③観光④地域コミュニティ

　　　　　　（民間）全国約15000箇所

　　　　　　①駅・空港②百貨店・商業施設③オフィスビル④スタジアム・アリーナ⑤ホテル・旅館



CONFIDENCIALバカンの防災での取り組み

「避難所混雑状況可視化システム」は全国200以上の自治体、12,000箇所以上で導入済

全国 約 200自治体 以上
人口カバー率 19%
の導入・運用実績
 (2024年2月時点)



フェーズフリーなソリューション

平時・災害時に「実際に使える」システム
本システムは、災害時の避難所運営における混乱や負担を最小限に抑えることを目的に、「実際に使える」ことを最重視したシ
ステムです。以下の3つの柱を中心に、平時も含め現場で本当に役立つ運営体制をサポートします。

icon icon icon

管理者（避難所運営者）に
「触らせない」

利用者（避難者）に
「書かせない」「待たせない」

「迷わせない」
日常からの地域防災力アップ

を支援

避難所運営に精通していない地域の住民や

自治体職員でも運営が可能になるよう、シ

ステムは自律的に情報収集・整理・表示が

可能。管理者がシステム操作に追われるこ

となく、本来の人的支援や判断業務に集中

できる環境を実現します。

高齢者を中心とした避難者が操作や登録な

どにストレスや混乱なく避難できるよう、

事前準備が不要なものを含む複数の入所経

路をご用意。受付や情報提供、物資配布な

どを避難者属性に合わせてスムーズに行え

る設計としています。

平時の防災訓練との連携やデータ記録、

コミュニティ参加型の避難所運営体験な

ど、災害時だけでなく日常時からの運用

・訓練・教育を支えることで、地域防災

力を段階的に向上させ有事への備えを支

援します。



フェーズフリーの推奨

日常の利便性と災害時のレジリエンスを向上するフェーズフリーな基盤システム

平時サービスを利用すること自体が「防災訓練」になるという考え方がポイント

災害時機能

・避難所マップ

・避難者名簿

・施設/設備マップ

・避難所受付

・安否確認

平常時機能

・地域コミュニティ

・公共施設予約

・窓口行列管理

・駐車場混雑可視化

・観光案内



連携イメージ

バカンのソリューションがより高い効果を発揮する連携のイメージ

適正1 適正2 適正3

＜特徴＞

● 高齢者の単身世帯や老々世帯が多く、災

害時に自力で避難することが困難な住民

が多い。

● 日常的な見守り体制も地域のボランティ

アに依存しており、担い手不足が深刻。

＜導入適性の理由＞

● 平時の見守り＝災害時の安否確認として

シームレスに運用できる。

● 地域内の見守りネットワーク（民生委

員、消防団など）との連携強化にも活用

可能。

＜特徴＞

● 「点在する小規模集落」が存在し、行政

職員や医療・福祉の支援が物理的に届き

にくい。

● 災害時には道路寸断・通信遮断が起こり

やすく、孤立集落化のリスクが高い。

＜導入適性の理由＞

● 災害時の避難情報の自動配信・ローカル

通知などで孤立のリスクを軽減。

● 普段から活用されることで住民も操作に

慣れ、非常時においてもスムーズな運用

が可能。

＜特徴＞

● 防災、福祉、観光などの部門横断的な人

材不足・予算不足が常態化している。

● 複数の課題を個別のツールやシステムで

対応する余裕がなく、汎用性の高いソ

リューションを求めている。

＜導入適性の理由＞

● 平時（見守り、観光案内）と災害時（避

難誘導、安否確認）で共通活用できるた

め、投資対効果が高い。

● 1つのツールで複数の役割を担えるた

め、職員の業務効率向上にも直結する。

高齢者単身世帯や移動困難者が
多く、見守り・安否確認のニー
ズが高い地域

地理的分散が大きく、行政サー
ビスが届きにくい集落や地域が
点在している自治体

地域の人手や予算が限られてお
り、複数課題に対応できる多機
能ツールが求められる自治体



[ CONFIDENTIAL ]

Contact Us

03 6327 5533 

〒102-0083
東京都千代田区麹町２丁目5−１ 
WeWork半蔵門PREX South 3F

contact@vacancorp.com

https://corp.vacan.com


